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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察対象内部に存在する被写体の像を撮像し、撮像した該被写体の像を撮像信号として
出力するとともに、少なくとも一部が使い捨て可能である内視鏡と、前記内視鏡を接続す
ることが可能であるとともに、前記撮像信号に応じた前記被写体の像を表示部に表示させ
るための処理を行う内視鏡制御装置と、ネットワーク上に存在する外部装置と、を有する
内視鏡システムであって、
　前記内視鏡は、前記内視鏡が前記内視鏡制御装置に接続された際に、前記内視鏡に関す
る固有の識別情報を、前記内視鏡制御装置に前記内視鏡が接続されたか否かを検知する接
続検知部に対して出力する識別情報記憶部と、前記内視鏡が前記内視鏡制御装置に接続さ
れた後において機械的に変形することにより、使い捨て可能である部分が前記内視鏡制御
装置に再接続されることを禁止するコネクタ部と、を有し、
　前記接続検知部は、前記識別情報記憶部から入力される前記識別情報を前記内視鏡制御
装置の識別情報判定部及び前記外部装置に対して出力し、さらに、前記識別情報判定部及
び前記外部装置は、前記識別情報と同一の識別情報を既に記憶しているか否かに関する判
定をそれぞれ行い、前記識別情報と同一の識別情報を記憶していないとの判定結果が前記
識別情報判定部及び前記外部装置の双方で得られた場合において、前記識別情報記憶部か
ら出力される前記識別情報を記憶するとともに、前記観察対象に関する情報を更新するた
めの入力指示を受け付け可能とし、また、前記識別情報と同一の識別情報を既に記憶して
いるとの判定結果が前記識別情報判定部及び前記外部装置の双方で得られた場合において
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、前記入力指示を受け付け不可能とする
　ことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記コネクタ部は、前記使い捨て可能である部分が前記内視鏡制御装置に再接続される
ことを禁止する再接続禁止部を有し、前記再接続禁止部は、前記内視鏡が前記内視鏡制御
装置に接続された後において、前記コネクタ部が有する開口部を塞ぐように機械的に変形
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　さらに、前記内視鏡制御装置は、前記識別情報と同一の識別情報を既に記憶していると
の判定結果が前記識別情報判定部及び前記外部装置の双方で得られた場合において、前記
使い捨て可能である部分の交換を促す告知情報を前記表示部に表示させるための処理を行
うことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　さらに、前記内視鏡制御装置は、前記識別情報と同一の識別情報を既に記憶していると
の判定結果が前記識別情報判定部及び前記外部装置の双方で得られた場合において、前記
被写体の像の代わりに所定の画像を前記表示部に表示させるための処理を行うことを特徴
とする請求項１乃至請求項３のいずれか一に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　さらに、前記識別情報判定部は、前記内視鏡が抜去されたことを前記接続検知部を介し
て検知するまでの間、前記所定の画像を前記表示部に表示させ続けることを特徴とする請
求項４に記載の内視鏡システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に、少なくとも一部が使い捨て可能である内視鏡
を有する内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡等を有して構成される内視鏡装置は、医療分野及び工業分野等において従来広く
用いられている。内視鏡は、一般的には、例えば、体腔内に挿入可能な形状及び寸法とし
て形成された挿入部と、該体腔内に存在する被写体の像を撮像する撮像部と、該撮像部等
に対する操作指示が可能な操作部と、を具備して構成されている。
【０００３】
　また、使用後の洗浄及び消毒の手間を省くことができ、かつ、より衛生的な状態におい
て使用することができる、ディスポーザブル（使い捨て可能な）タイプの内視鏡等の医療
装置が近年提案されている。そして、このようなディスポーザブルタイプの医療装置とし
ては、例えば、特許文献１において提案されているものがある。
【０００４】
　特許文献１のディスポーザブル医療装置は、主制御部を具備した装置本体と、所定容量
の内蔵電池を具備した末端器具とを有して構成されるとともに、該末端器具に設けられた
該内蔵電池の起電力と所定の基準電圧とを比較し、該内蔵電池の起電力が該所定の基準電
圧より低い場合に、該主制御部から出力される命令を遮断する機能を有している。そして
、特許文献１のディスポーザブル医療装置は、前述した構成及び機能を有することにより
、前記末端器具を、実質的に使い捨て可能な器具として取り扱うことを可能としている。
【特許文献１】特開２０００－１０７１８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１のディスポーザブル医療装置は、末端器具に設けられた内蔵電池の
起電力が所定の基準電圧より低くなった場合であっても、例えば、該内蔵電池を新しいも
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のに取り替えることにより、本来ディスポーザブルな器具として取り扱われるように構成
された該末端器具が再利用されてしまう可能性がある、という課題を有している。
【０００６】
　本発明は、前述した点に鑑みてなされたものであり、使い捨て可能に構成された各部が
再利用される可能性を、従来に比べて大幅に低減可能な内視鏡システムを提供することを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明における内視鏡システムは、観察対象内部に存在する被写体の像を撮像し、撮像
した該被写体の像を撮像信号として出力するとともに、少なくとも一部が使い捨て可能で
ある内視鏡と、前記内視鏡を接続することが可能であるとともに、前記撮像信号に応じた
前記被写体の像を表示部に表示させるための処理を行う内視鏡制御装置と、ネットワーク
上に存在する外部装置と、を有する内視鏡システムであって、前記内視鏡は、前記内視鏡
が前記内視鏡制御装置に接続された際に、前記内視鏡に関する固有の識別情報を、前記内
視鏡制御装置に前記内視鏡が接続されたか否かを検知する接続検知部に対して出力する識
別情報記憶部と、前記内視鏡が前記内視鏡制御装置に接続された後において機械的に変形
することにより、使い捨て可能である部分が前記内視鏡制御装置に再接続されることを禁
止するコネクタ部と、を有し、前記接続検知部は、前記識別情報記憶部から入力される前
記識別情報を前記内視鏡制御装置の識別情報判定部及び前記外部装置に対して出力し、さ
らに、前記識別情報判定部及び前記外部装置は、前記識別情報と同一の識別情報を既に記
憶しているか否かに関する判定をそれぞれ行い、前記識別情報と同一の識別情報を記憶し
ていないとの判定結果が前記識別情報判定部及び前記外部装置の双方で得られた場合にお
いて、前記識別情報記憶部から出力される前記識別情報を記憶するとともに、前記観察対
象に関する情報を更新するための入力指示を受け付け可能とし、また、前記識別情報と同
一の識別情報を既に記憶しているとの判定結果が前記識別情報判定部及び前記外部装置の
双方で得られた場合において、前記入力指示を受け付け不可能とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明における内視鏡システムによると、使い捨て可能に構成された各部が再利用され
る可能性を、従来に比べて大幅に低減可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１３】
　図１から図１２は、本発明の実施形態に係るものである。図１は、本実施形態に係る内
視鏡システムの要部の構成の一例を示す図である。図２は、図１の挿入部が有する先端部
の構成を示す図である。図３は、図１の内視鏡システムの挿入部が有するコネクタ部の構
成を示す図である。図４は、図３のコネクタ部を矢印Ａ１方向から見た場合の構成を示す
図である。図５は、図１の回転装置が有する保持部の構成を示す図である。図６は、図５
の保持部において、挿入部着脱スイッチが押下された場合の状態を示す図である。図７は
、図５の保持部に対して図３のコネクタ部が接続された場合の状態を示す図である。図８
は、図７の状態からコネクタ部が抜去された場合の状態を示す図である。図９は、図８の
コネクタ部を矢印Ａ２方向から見た場合の構成を示す図である。図１０は、第１の識別情
報と第２の識別情報とが同一である場合に、図１の内視鏡システムのモニタに表示される
所定の画像及び告知情報の一例を示す図である。図１１は、図１の内視鏡システムが用い
られる場合に行われる操作及び処理の流れの一例を示すフローチャートである。図１２は
、図１とは異なる内視鏡システムの要部の構成の一例を示す図である。
【００１４】
　内視鏡システム１は、図１に示すように、体腔内に挿入可能な構成、かつ、使い捨て可
能な構成を有するとともに、被写体の像を撮像し、該被写体の像を撮像信号として出力す
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る挿入部２と、挿入部２が着脱自在に接続されるとともに、接続された挿入部２を長手軸
回りとなる所定の方向に回転させる回転装置３と、を有している。
【００１５】
　また、内視鏡システム１は、図１に示すように、挿入部２が挿通されることにより回転
可能に保持する保護管４と、信号ケーブル３ａを介して回転装置３に接続されるとともに
、挿入部２から出力される撮像信号を映像信号に変換して出力するビデオプロセッサ５と
、ケーブル６ａを介してビデオプロセッサ５に接続されるとともに、ビデオプロセッサ５
から出力される映像信号に応じた被写体の像を画像表示するモニタ６と、を有している。
【００１６】
　そして、本実施形態の内視鏡システム１における内視鏡１０は、挿入部２及び回転装置
３を有して構成されている。
【００１７】
　挿入部２は、回転装置３に設けられた保持部３ｆに対して着脱可能なコネクタ部２ａを
基端側に有している。なお、コネクタ部２ａ及び保持部３ｆの構成の詳細については、後
述するものとする。また、挿入部２は、保持部３ｆに接続された際に、固有の識別情報を
出力する。
【００１８】
　さらに、挿入部２は、図２に示すような構成の先端部７を先端側に有している。具体的
には、先端部７は、挿入部２の挿入軸方向に対して垂直に形成された先端面７ａ、先端面
７ａの略中央に設けられ、視野内に存在する被写体の像を結像する対物光学系７ｂ、及び
、対物光学系７ｂを挟むように各々設けられ、対物光学系７ｂの視野内の被写体に対して
照明光を出射するＬＥＤ７ｃを具備して構成されている。
【００１９】
　また、先端部７の内部であり、かつ、対物光学系７ｂの結像位置に相当する位置には、
ＣＣＤ（電荷結合素子）８が配置されている。
【００２０】
　ＣＣＤ８は、対物光学系７ｂにより結像された被写体の像を撮像するとともに、該被写
体の像を撮像信号に変換して出力する。そして、ＣＣＤ８から出力された撮像信号は、挿
入部２の内部を挿通するように設けられた信号線８ａ及び信号ケーブル３ａ等を介し、ビ
デオプロセッサ５に入力される。
【００２１】
　ビデオプロセッサ５は、ＣＣＤ８を駆動させるための制御を行うＣＣＤ駆動部５ａと、
ＣＣＤ８から出力される撮像信号に対する信号処理を行い、映像信号としてモニタ６に出
力する信号処理部５ｂと、ＬＥＤ７ｃを発光駆動させるための制御を行うＬＥＤ駆動部５
ｃと、挿入部２から出力される識別情報に基づいて処理を行う識別情報判定部５ｄと、を
内部に有している。このような構成により、ＣＣＤ８により撮像された被写体の像は、撮
像信号として出力され、信号処理部５ｂにより映像信号に変換された後、モニタ６におい
て画像表示される。
【００２２】
　回転装置３は、例えばダイヤルまたは複数のスイッチ等により構成され、挿入部２の回
転速度をユーザの所望の回転速度に設定可能な回転速度設定部３ｂと、例えばモータ等に
より構成され、挿入部２の回転速度を回転速度設定部３ｂにおいて設定された値として制
御する回転速度制御部３ｃと、挿入部２から出力される識別情報に基づき、コネクタ部２
ａが保持部３ｆに接続されたか否かを検知する接続検知部３ｄと、を有している。また、
回転装置３は、回転速度設定部３ｂにおいて設定された回転速度の値を表示する回転速度
表示部３ｅと、挿入部２のコネクタ部２ａに対する着脱可能な保持部３ｆと、を外装表面
上に有して構成されている。
【００２３】
　回転速度設定部３ｂは、ユーザにより設定された挿入部２の回転速度の値を、回転速度
制御部３ｃに対してのみではなく、信号ケーブル３ａを介し、ビデオプロセッサ５の各部
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に対しても出力する。これにより、ビデオプロセッサ５の各部は、ユーザにより設定され
た挿入部２の回転速度の値に応じた動作を行う。
【００２４】
　具体的には、ＣＣＤ駆動部５ａは、挿入部２の回転速度の値に応じてＣＣＤ８を駆動さ
せる。信号処理部５ｂは、挿入部２の回転速度の値に応じて撮像信号に対する信号処理を
施し、さらに、挿入部２の回転速度の値に応じて映像信号をモニタ６に出力する。ＬＥＤ
駆動部５ｃは、挿入部２の回転速度の値に応じてＣＣＤ駆動部５ａにより設定されるＣＣ
Ｄ８の駆動タイミングに基づき、ＬＥＤ７ｃを発光駆動させる。
【００２５】
　また、挿入部２において、先端部７と、コネクタ部２ａとの間の外周面には、回転速度
制御部３ｃの回転動作により推進力を発生する螺旋形状部２ｃを有する、十分に長い推進
管（またはガイド管）２ｂが形成されている。
【００２６】
　ここで、コネクタ部２ａ及び保持部３ｆの具体的な構成について述べる。
【００２７】
　コネクタ部２ａは、図３に示すように、コネクタ本体２ｄと、コネクタ本体２ｄの端部
に設けられ、保持部３ｆに対して着脱可能な構成である接続部材２ｅと、を有している。
【００２８】
　コネクタ本体２ｄは、コネクタ本体２ｄ内部に配置された識別情報記憶部２ｆと、凹部
２ｈの一部から延出し、挿入部２を回転装置３に対して電気的に接続可能とする複数の接
続端子２ｇとを有して構成されている。そして、図３に示すように、複数の接続端子２ｇ
のうち、いずれか一の端子と識別情報記憶部２ｆとが接続されており、また、該一の端子
とは異なる他の端子と信号線８ａとが接続されている。
【００２９】
　識別情報記憶部２ｆは、コネクタ部２ａが保持部３ｆに接続された際に、挿入部２固有
の識別情報として、例えば、挿入部２の製造番号またはＩＤ番号等を、接続端子２ｇを介
して回転装置３へ出力する。
【００３０】
　再接続禁止部としての接続部材２ｅは、自然状態においてコネクタ部２ａの中心方向に
収縮するゴム部材２ｉと、ゴム部材２ｉが収縮しないように支持する支持部材２ｊと、を
有して構成されている。
【００３１】
　ゴム部材２ｉは、図３に示すように、コネクタ本体２ｄの端部に設けられるとともに、
略円筒形状、かつ、挿入部２の挿入軸方向に平行な断面が鉤形状になるように形成されて
いる。なお、ゴム部材２ｉにおいて、挿入部２の挿入軸方向に平行な断面が鉤形状になる
ように形成されている部分を、フック部２ｋと呼ぶものとする。
【００３２】
　支持部材２ｊは、自然状態においてはゴム部材２ｉが収縮しないように支持可能である
とともに、ユーザによりコネクタ部２ａが保持部３ｆに接続される際には容易に折れ曲が
るような、例えば、プラスチック等の部材により形成されている。
【００３３】
　なお、図３に示すコネクタ部２ａを矢印Ａ１方向から（フック部２ｋ側から）見たとき
の状態は、図４に示すようなものとなる。
【００３４】
　保持部３ｆは、図５に示すように、外装表面上に設けられた挿入部着脱スイッチ３ｇと
、保持部３ｆの内部空間に形成された凸部３ｈの外側面の一部から突出し、挿入部着脱ス
イッチ３ｇの操作状態（押下状態）に応じて突出量が変更される突出部３ｉと、コネクタ
本体２ｄが有する複数の接続端子２ｇを差し込むことが可能な複数の端子穴３ｊと、を有
して構成されている。
【００３５】
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　突出部３ｉは、挿入部着脱スイッチ３ｇが押下されていない場合においては、ゴム部材
２ｉのフック部２ｋと係合可能な、例えば、図５に示す程度の量突出する。また、突出部
３ｉは、挿入部着脱スイッチ３ｇが押下されている場合においては、ゴム部材２ｉのフッ
ク部２ｋを挿抜可能とするような、例えば、図６に示す程度の量のみ突出する。
【００３６】
　複数の端子穴３ｊは、図示しない信号線により、回転装置３が有する各部、及び、該各
部を介して信号ケーブル３ａに接続されている。
【００３７】
　次に、内視鏡システム１の作用について説明を行う。
【００３８】
　まず、ユーザは、内視鏡システム１が有する各部の電源を投入した後、第１の識別情報
を有する挿入部２と回転装置３とを接続する（図１１のステップＳ１）。
【００３９】
　具体的には、ユーザは、挿入部着脱スイッチ３ｇを押下することにより、保持部３ｆの
状態を図６のような状態としつつ、コネクタ部２ａを保持部３ｆの内部奥側に押し込んで
ゆく。これにより、凸部３ｈに押し付けられた支持部材２ｊが折れ、また、フック部２ｋ
が保持部３ｆの内部奥側に配置される。
【００４０】
　そして、ユーザは、フック部２ｋが保持部３ｆの内部奥側に配置された状態において、
挿入部着脱スイッチ３ｇの押下を止める。これにより、挿入部２のコネクタ部２ａ及び回
転装置３の保持部３ｆは、複数の端子穴３ｊ各々に複数の接続端子２ｇが差し込まれ、か
つ、フック部２ｋが突出部３ｉに係合しているような、図７に示すような状態として接続
される。
【００４１】
　挿入部２と回転装置３とが接続されると、識別情報記憶部２ｆにより、挿入部２固有の
識別情報である第１の識別情報が回転装置３の接続検知部３ｄに対して出力される。接続
検知部３ｄは、前記第１の識別情報が入力されると、挿入部２と回転装置３とが接続され
たことを検知するとともに、該第１の識別情報を、ビデオプロセッサ５、及び、ネットワ
ーク上に存在する図示しないファイリング装置等の外部装置に対して出力する。そして、
回転装置３から出力された第１の識別情報は、ビデオプロセッサ５の識別情報判定部５ｄ
と、前記外部装置とに記憶される（図１１のステップＳ２）。
【００４２】
　その後、ユーザは、観察対象としての被験者に対する観察を終え、第１の識別情報を有
する挿入部２を回転装置３から抜去する（図１１のステップＳ３）。
【００４３】
　具体的には、ユーザは、挿入部着脱スイッチ３ｇを押下することにより、保持部３ｆの
状態を図６のような状態としつつ、コネクタ部２ａを保持部３ｆの内部奥側から引き抜い
てゆく。
【００４４】
　コネクタ部２ａが保持部３ｆから完全に抜去されると、支持部材２ｊが折れた状態にな
るため、ゴム部材２ｉがコネクタ部２ａの中心方向に収縮する。そして、ゴム部材２ｉの
収縮に伴い、図８に示すように、フック部２ｋが突出部３ｉに係合不可能な状態となると
ともに、複数の接続端子２ｇの差込方向に存在する開口部が塞がれた状態となる。
【００４５】
　なお、図８に示すコネクタ部２ａを矢印Ａ２方向から（ゴム部材２ｉ側から）見たとき
の状態は、図９に示すようなものとなる。
【００４６】
　一方、ユーザは、別の観察を行うために、図１１のステップＳ１の説明において前述し
たような手法と略同様の手法により、第２の識別情報を有する挿入部２と回転装置３とを
接続する（図１１のステップＳ４）。
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【００４７】
　挿入部２と回転装置３とが接続されると、識別情報記憶部２ｆにより、挿入部２固有の
識別情報である第２の識別情報が回転装置３の接続検知部３ｄに対して出力される。接続
検知部３ｄは、前記第２の識別情報が入力されると、挿入部２と回転装置３とが接続され
たことを検知するとともに、該第２の識別情報を、ビデオプロセッサ５、及び、ネットワ
ーク上に存在する図示しないファイリング装置等の外部装置に対して出力する。
【００４８】
　ビデオプロセッサ５の識別情報判定部５ｄ及び前記外部装置は、各々に記憶された、第
１の識別情報を含む既存の識別情報を参照するとともに、該参照結果に基づき、図１１の
ステップＳ４において回転装置３に接続された挿入部２と、図１１のステップＳ１におい
て回転装置３に接続された挿入部２とが同一のものであるか否かを判定する。
【００４９】
　そして、識別情報判定部５ｄ及び前記外部装置は、第１の識別情報と第２の識別情報と
が異なることを検出した場合（図１１のステップＳ５）、図１１のステップＳ４において
回転装置３に接続された挿入部２と、図１１のステップＳ１において回転装置３に接続さ
れた挿入部２とが異なるものであると判定し、第２の識別情報を既存の識別情報に加えて
記憶する（図１１のステップＳ６）とともに、被験者に関する情報の更新を可能とするた
めの処理を行う（図１１のステップＳ１０）。
【００５０】
　また、識別情報判定部５ｄ及び（または）前記外部装置は、第１の識別情報と第２の識
別情報とが同一であることを検出した場合（図１１のステップＳ５）、図１１のステップ
Ｓ４において回転装置３に接続された挿入部２と、図１１のステップＳ１において回転装
置３に接続された挿入部２とが同一であると判定する。
【００５１】
　そして、識別情報判定部５ｄ及び前記外部装置は、第１の識別情報と第２の識別情報と
が同一であることを検出した場合、例えばキーボード等である、図示しない入力部からの
入力指示を受け付けなくする等により、被験者に関する情報の更新を不可能な状態とする
ための処理を行う（図１１のステップＳ７）。
【００５２】
　さらに、識別情報判定部５ｄは、第１の識別情報と第２の識別情報とが同一であること
を検出した場合、信号処理部５ｂを制御することにより、被写体の像の代わりに、例えば
、単色画像６ｂ等の所定の画像に、接続されている挿入部２（スコープ）を他のものに交
換するようにユーザに促すための告知情報６ｃが重畳された、図１０に示すような画像を
、挿入部２が抜去されたことが検知されるまでの間、モニタ６に表示させる（図１１のス
テップＳ８及びステップＳ９）。また、識別情報判定部５ｄは、接続検知部３ｄを介して
挿入部２が抜去されたことを検知した（図１１のステップＳ９）後、次に回転装置３に接
続された挿入部２に対し、前述した、図１１のフローチャートのステップＳ４以降に応じ
た各処理を行う。
【００５３】
　以上に述べたように、本実施形態の内視鏡システム１は、使い捨て可能な挿入部２が回
転装置３に接続された後、一旦抜去されると、コネクタ部２ａの機械的な変形により該コ
ネクタ部２ａの開口部が塞がれ、回転装置３の保持部３ｆに対する接続が禁止される、と
いう構成を有している。また、本実施形態の内視鏡システム１は、一度抜去された挿入部
２が万一再利用された場合においても、被検者に関する情報が入力不可能であるとともに
、被写体の像が表示されないような構成を有している。その結果、本実施形態の内視鏡シ
ステム１は、使い捨て可能に構成された各部が再利用される可能性を、従来に比べて大幅
に低減することができる。
【００５４】
　なお、前述した、内視鏡システム１が有する作用及び効果は、図１に示すような内視鏡
システム１のみにおけるものに限らず、例えば、図１２に示すような内視鏡システム１０
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１においても実現可能である。
【００５５】
　内視鏡システム１０１は、被写体の像を撮像し、撮像信号として出力する内視鏡１０２
と、該被写体を照明するための照明光を供給する光源装置１０３と、内視鏡１０２から出
力される撮像信号を映像信号に変換して出力するビデオプロセッサ１０４と、ビデオプロ
セッサ１０４から出力される映像信号に応じた被写体の像を画像表示するモニタ１０５と
、を有して要部が構成されている。
【００５６】
　また、内視鏡１０２は、被験者の体腔内に挿入可能な挿入部１０６と、挿入部１０６の
基端側に連設され、内視鏡１０２等に対する各種操作が可能な操作部１０７と、操作部１
０７の側面に設けられたコネクタ部１０８ａから延出し、各種信号を伝送する信号線及び
光源装置１０３から供給される照明光を伝送するライトガイド等を内蔵したユニバーサル
コード１０８と、を有して構成されている。
【００５７】
　挿入部１０６は、撮像素子及び対物光学系等を具備した図示しない撮像部を有する先端
部１０９と、先端部１０９の基端側に連設され、軟性の管状部材により形成された可撓管
部１１０とを有して構成されている。また、ユニバーサルコード１０８は、一端側がコネ
クタ部１０８ａを介して操作部１０７と接続され、他端側がコネクタ部１０８ｂを介して
光源装置１０３及びビデオプロセッサ１０４と接続されている。
【００５８】
　ビデオプロセッサ１０４は、先端部１０９の図示しない撮像素子を駆動するとともに、
前述した回転装置３及びビデオプロセッサ５が有する各部のうち、少なくとも、接続検知
部３ｄ、信号処理部５ｂ、及び識別情報判定部５ｄの各部と同様の機能を有して構成され
ている。
【００５９】
　以上に述べた内視鏡システム１０１において、例えば、挿入部１０６及び操作部１０７
が使い捨て可能な構成であり、操作部１０７の側面側の一部である側面部１０７ａに対し
てコネクタ部１０８ａが着脱可能であるとともに、コネクタ部１０８ａが図３及び図４に
示すコネクタ部２ａの構成と同様の構成を有し、側面部１０７ａが図５及び図６に示す保
持部３ｆの構成と同様の構成を有していれば、前述した内視鏡システム１と同様の作用及
び効果を実現可能である。
【００６０】
　または、以上に述べた内視鏡システム１０１において、例えば、内視鏡１０２が使い捨
て可能な構成であり、光源装置１０３及びビデオプロセッサ１０４に対してコネクタ部１
０８ｂが着脱可能であるとともに、コネクタ部１０８ｂが図３及び図４に示すコネクタ部
２ａの構成と同様の構成を有し、光源装置１０３及びビデオプロセッサ１０４が図５及び
図６に示す保持部３ｆの構成と同様の構成を有していれば、前述した内視鏡システム１と
同様の作用及び効果を実現可能である。
【００６１】
　あるいは、以上に述べた内視鏡システム１０１において、例えば、挿入部１０６が使い
捨て可能な構成であり、操作部１０７に対して挿入部１０６が着脱可能であるとともに、
可撓管部１１０の基端側の可撓管部側基端部１１０ａが図３及び図４に示すコネクタ部２
ａの構成と同様の構成を有し、操作部１０７の先端側の操作部側先端部１０７ｂが図５及
び図６に示す保持部３ｆの構成と同様の構成を有していれば、前述した内視鏡システム１
と同様の作用及び効果を実現可能である。
【００６２】
　なお、本発明は、上述した各実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱し
ない範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
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【図１】本実施形態に係る内視鏡システムの要部の構成の一例を示す図。
【図２】図１の内視鏡システムの挿入部が有する先端部の構成を示す図。
【図３】図１の内視鏡システムの挿入部が有するコネクタ部の構成を示す図。
【図４】図３のコネクタ部を矢印Ａ１方向から見た場合の構成を示す図。
【図５】図１の回転装置が有する保持部の構成を示す図。
【図６】図５の保持部において、挿入部着脱スイッチが押下された場合の状態を示す図。
【図７】図５の保持部に対して図３のコネクタ部が接続された場合の状態を示す図。
【図８】図７の状態からコネクタ部が抜去された場合の状態を示す図。
【図９】図８のコネクタ部を矢印Ａ２方向から見た場合の構成を示す図。
【図１０】第１の識別情報と第２の識別情報とが同一である場合に、図１の内視鏡システ
ムのモニタに表示される所定の画像及び告知情報の一例を示す図。
【図１１】図１の内視鏡システムが用いられる場合に行われる操作及び処理の流れの一例
を示すフローチャート。
【図１２】図１とは異なる内視鏡システムの要部の構成の一例を示す図。
【符号の説明】
【００６４】
　１，１０１・・・内視鏡システム、２，１０６・・・挿入部、２ａ，１０８ａ，１０８
ｂ・・・コネクタ部、２ｂ・・・推進管、２ｃ・・・螺旋形状部、２ｄ・・・コネクタ本
体、２ｅ・・・接続部材、２ｆ・・・識別情報記憶部、２ｇ・・・接続端子、２ｈ・・・
凹部、２ｉ・・・ゴム部材、２ｊ・・・支持部材、２ｋ・・・フック部、３・・・回転装
置、３ａ・・・信号ケーブル、３ｂ・・・回転速度設定部、３ｃ・・・回転速度制御部、
３ｄ・・・接続検知部、３ｅ・・・回転速度表示部、３ｆ・・・保持部、３ｇ・・・挿入
部着脱スイッチ、３ｈ・・・凸部、３ｉ・・・突出部、３ｊ・・・端子穴、４・・・保護
管、５，１０４・・・ビデオプロセッサ、５ａ・・・ＣＣＤ駆動部、５ｂ・・・信号処理
部、５ｃ・・・ＬＥＤ駆動部、５ｄ・・・識別情報判定部、６，１０５・・・モニタ、６
ａ・・・ケーブル、６ｂ・・・単色画像、６ｃ・・・告知情報、７，１０９・・・先端部
、７ａ・・・先端面、７ｂ・・・対物光学系、８・・・ＣＣＤ、８ａ・・・信号線、１０
，１０２・・・内視鏡、１０３・・・光源装置、１０７・・・操作部、１０７ａ・・・側
面部、１０７ｂ・・・操作部側先端部、１０８・・・ユニバーサルコード、１１０・・・
可撓管部、１１０ａ・・・可撓管部側基端部
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摘要(译)

一次性配置各部分的可能性被再循环，从而提供显著减少可用的内窥镜
系统与现有技术相比，。 本发明的捕获现有观察对象内的对象的图像的
内窥镜系统，以及，可以连接到至少一部分是一次性的，内窥镜的内窥
镜其中，内窥镜包括识别信息存储部分，用于将内窥镜特有的识别信息
输出到内窥镜控制装置的情况下，通过机械变形，包括：一连接器部
分，用于禁止该是一次性的，并且所述部分重新连接到内窥镜控制装
置，其中，所述内窥镜控制装置，所述识别信息并且不更新时检测到相
同的识别信息存在，并且与识别信息判定单元与所述观察对象的信息。 
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